
 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由（アンケート結果も踏まえて） 

これまでの授業では，「得意な生徒達がシュートを決め，その他の生徒達は，ただひたすらボ

ールが移動する方向へ進むか，その場からほとんど動かずにいるか，ゴール方向にのみ移動す

るか」のいずれかであった。また，「ゴール下に団子状態で集まり，囲まれたらどうして良いか

わからずボールを上に投げる」という様相であった。 

   アンケートを実施したところ，「パスやドリブルなどでボールをキープすることができている」 

に，はいと回答している生徒の割合が６０％，「パスを受けるために，ゴール前の空いている場 

所に動こうと意識している」に，はいと回答している生徒の割合が５３％，「ボールを持ってい 

ない人の動きを意識している」に，はいと回答している生徒の割合が４０％であった。この結 

果，ゴール前の空間に走り込む動きやボールを保持していない時の動きに課題があった。確か 

に，授業後の振り返りに，「ゲーム中にどこへ動けばパスを受けられるかわからない」と記入し 

ている生徒も多くいた。そこで，ボールを持たないときの動きに焦点を当て，研究することで， 

思考力・判断力・表現力の育成を目指すこととした。 

 
Ⅱ 中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説保健体育編の内容 

「ボールを持たないときの動き」について，中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説保

健体育編には，「ゴール型」の第１学年及び第２学年では，「空間に走り込むなどの動き」がそ

れにあたり，「攻撃の際，ボールを持たないときに，得点をねらってゴール前の空いている場所

に走り込む動きや，守備の際に，シュートやパスをされないように，ボールを持っている相手

をマークする動きのこと」と解説されている。また，第３学年では，「空間を作りだすなどの動

き」がそれにあたり，「攻撃の際は，味方から離れる動きや人のいない場所に移動する動きを示

し，守備の際は，相手の動きに対して，相手をマークして守る動きと所定の空間をカバーして

守る動きのこと」と解説されている。 

「ネット型」の第１学年及び第２学年では，「定位置に戻るなどの動き」がそれにあたり，「相

手側のコートにボールを打ち返した後，基本的なステップなどを用いて自分のコートに空いた

場所を作らないように定位置に戻り，次の攻撃に備える準備姿勢をとることがボールを持たな

い時の動きのこと」と解説されている。また，第３学年では，「連携した動き」がそれにあたり， 

「空いた場所を埋める動きなど仲間の動きに合わせて行う動き」と解説されている。 

「ベースボール型」の第１学年及び第２学年では，「走塁」と「定位置での守備」がそれにあ

たる。走塁とは，「次の塁をねらって全力で塁を駆け抜けたり，打球の状況によって止まっ 

たりするなどの走塁面と打球の状況によって止まったりするなどの動き」であり，定位置での

守備とは，投球ごとに，各ポジションの決められた位置に戻ったり，打球や送球などに備える

姿勢で構えたりするなどの動き」と解説されている。第３学年では，「走塁」と「連携した守備」

がそれにあたる。走塁とは，「スピードを落とさずに円を描くように塁間を走り，打球や守備の

状況に応じて次の塁への進塁をねらうなどのボールを持たないときの動き」のことであり，連
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携した守備とは，「打者の出塁や走者の進塁や相手チームの得点を防ぐために，味方からの送球

を受けるための中継プレイに備えるなどの動き」と解説されている。 

 

Ⅲ 実践事例 「球技 バスケットボール」 
 
（１）板書の具体例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）単元計画の具体例 
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（３）自己評価例 
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（４）授業後の観戦レポート（学んだことをアウトプット） 

 【観戦レポートの記入例】 

        

               

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 成果と課題 

 成果としては大きく３点ある。１点目は，生徒の振り返りの内容が具体的になったことである。

自己評価に，ボールを持たない時の動きの例を入れたこと，ホワイトボードに示してある既習事

項を引用して振り返りをするよう指導したことが要因であると考える。さらに，振り返りの視点

を「仲間の良かった動きや学びについて」などや，「疑問に思ったこと」「次回意識して頑張ろう

と考えていること」などのような主体的な学びにつながるようにしたことで，表現力が向上し，

より具体的な振り返りができたのではないかと考える。 

２点目は,『意識』が『形』として表せる生徒が増えたことである。「どんな合図を送れば，ス

ペースへ動き出せるか」について考えたことで，『ハイ』『スペース』『フリー』『空いてる』など

の言葉が授業の中で自然に出るようになった。また，『手差し合図』や『味方同士での顔を見合わ

せての確認』なども増え，ボールを持っている生徒だけが動いている場面はかなり減ってきたと

思われる。授業後,授業前と同じようなアンケートを行ったところ，「パスを受けるために，ゴー

ル前の空いている場所に動こうと意識している」，「ボールを持っていない人の動きを意識してい

る」などの質問に，はいと回答している生徒の割合もほぼ 100％という結果となった。 

３点目は,話し合いが活発になったことである。学校評価における授業アンケートでも,「グル

ープ活動により自分の考えが深まっている」「クラスの人の意見が参考になっている」に対する肯

定的回答が１００％であった。発問を工夫したことで，それぞれの役割について話し合うことが

できたからだと考える。また，観察する視点を設定し，観察したチームに対して良かった動きを

説明するという取り組みをすることで,合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する力が

身についたのではないかと考える。 

次に課題としては大きく２点である。１点目は,評価についてである。記入内容や発言を適切に

評価できているのか疑問である。指導と評価の一体化とよく言われるが,評価をどう位置付けるの

かは非常に難しいと感じた。２点目は,基本的な技能の定着の２極化が顕著に表れたことである。

思考力・判断力・表現力の育成に対しての実践であったこともあるが,考え・判断し・表現するた

めには,それなりの時間を設定しなければならない。今回は,その時間をこれまでより,意識的に多

く設定したので,技能の成熟が追いつかない生徒が顕著にあらわれた。今後は,そのバランスをも

う少し工夫していく必要があると考える。 


